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Golf GTE の特徴 

Golf GTEは以下のエクステリア特徴で識別できる： 

 

 リヤ リッドの青色 GTE エンブレム 
 

 C 型 LED ランプ 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 青色リング付き VW エンブレム 

 
 リヤ バンパーのリフレクター 
 

 

 

 

 

 

 
 

 ラジエーター グリルの GTE エンブレム 

 

 

 
 専用ディスプレイ付きダッシュ パネル インサート 

   

 



4 
 

アッセンブリー概観図 

1 ボルト 

2 ナット 

3 等電位化ライン 

4 クーラントホース 

5 ハイボルテージバッテリー 

6 シール 

7 バッテリーコントロール用 
コントロールユニット 

8 ボルト 

9 キャプティブ 

ボ ト
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ハイボルテージバッテリーの取り外し 
必要なスペシャルツール、ワークショップ機器 

 

 

 

 
 シザータイプアッセンブリー 

プラットフォーム 

 

 

 

 

 
 ドリップトレイ 
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 トラクションパワープラグ用 

輸送保護キャップ 

* 絶縁テープにて代用可能。 
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取り外し手順 

危険 

高電圧により、生命に関わる危険性がある。 

感電により重傷または最悪の場合、死に至る危険性もある。 
資格のある技術者がハイボルテージシステムのパワーカットオフを実行する。 

 
 ハイボルテージシステムのパワーカットオフを実行する 

 
oパワーカットオフを実行する手順の各ステップ中に問題が発生した場合、ハイボルテージエキスパートに知らせる

こと。 

作業手順： 
 安全に駐車する。 

 点検ログを準備する。 

 キャリブレーション済みのボルテージテスターと適切なテストプローブの準備をする。 

 必要に応じて、標識/案内を用意し、立ち入り禁止にする。 

 接続する。 

 "診断"モードを選択し、診断を開始する。 

 "テストプラン"タブを選択する。 

 "特定の点検を選択"ボタンを押し、次のメニュー項目を順番に選択する。 

o ボディ 

o エレクトリカル システム 

o 01 - セルフ ダイアグノシス システム 

o 51 - エレクトロドライブ ECU(J841) 

o 51 - エレクトロドライブ ECU、機能 

o 51 - ハイ ボルテージ システム、パワー カットオフ 
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o ハイボルテージシステムのパワーカットオフを実行する。 
 
o プログラムシーケンス中、ハイボルテージシステムメンテナンスコネクター を外すよう指示される。 

 
注 
ハイボルテージシステムメンテナンスコネクターは、コンタクターとハイボルテージバッテリー間の電気的結合ポイ
ントである。ハイボルテージシステムのパワーカットオフを実行する必要がある場合は、必ず外すこと。 

 
o 資格のある技術者(ハイボルテージテクニシャン)は、システムがパワーカットオフされていることを確認し、南京

錠を使用して、再起動されないように固定する。 

o ハイボルテージシステムをロックするのに加え、資格のある技術者がイグニッションキーと南京錠のキーを安全な

場所に保管する。 

o 資格のある技術者(ハイボルテージテクニシャン)は、適切な警告標識を取り付けて、車両を識別表示する。 
 

注意 

高温のハイ ボルテージ バッテリーにより火傷を負う危険性がある。 

手に火傷を負う危険性がある。 

保護手袋を着用すること。 
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取り外し手順 2 

 

パワーカットオフ用ツール:  

 

南京錠 
 

ウォーニング ラベル（操作禁止） 
 

ウォーニング ラベル（危険電圧） 
 

ウォーニング ラベル（充電禁止） 
 

車両にチャージ ケーブルを接続しないこと。 

 車両を適切なリフトに載せる 

 エレクトロ ドライブをオフにし、イグニッション キーを抜く(パワー カットオフの間、スイッチがオンにな

ることを防止するために安全な場所に保管する)。 

 パーキング ブレーキを作動させる。  

 ボンネットとラゲージ コンパートメントを開く。 

 ドアを閉める。 

 警告 

10 分間待つこと(残留電圧の放出)。 
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Golf GTE のエンジン コンパートメント概観 

 

 

 エンジン コンパートメントのメンテナンス コネクターの

位置 

 

 

 メンテナンス コネクター(緑)を開く: 
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メンテナンス コネクター:オン 

 クリップ(赤)をストップ位置まで引き出す。 

 側面のロッキング フックが所定の位置にセットされる。 

 

正面図、オン    背面図、オン 

 

メンテナンス コネクター:オフ 

 プラグ シェル(緑)全体をストップ位置まで引き出す。 

 プラグ シェルを所定の位置にセットする。 

正面図、オフ       背面図、オフ 

リスタートを防止するために、すぐに南京錠をメンテナ

ンス コネクターに取付ける  

 

 

オン 

オフ 
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ラゲージ コンパートメント内の12Vバッテリーの接続を外す 

 警告 

・  サービス トレーニング未受講等の、資格を持たないサービス テクニシャンの場合、必ずテクニカル リーダー等       

の監督のもとでバッテリーの作業を実施すること。 
 

・  
電解液には強い腐食作用がある。バッテリーの取扱いを間違うと、電解液によって負傷する危険性がある。 

電解液による炎症に備え、適切な中和剤を準備しておくこと。中和剤には、石鹸水が適している。 
 

・  
バッテリーから電解液がリークすると、皮膚の炎症や、酸による車両の腐食および錆の原因となる。 

場合によっては、車両の安全性に関連する重要なコンポーネントが損傷する可能性がある。 
 

・  
充電中または充電後に発生する水素ガスは引火性が強い。不適切に取扱うとリークしたガスによって、               

バッテリーが爆発する危険性がある。 
 
・  点検、充電、ジャンプ スタートは実施しないこと。点検、充電、ジャンプ スタートにより爆発する危険性がある。 
 

・  

研磨、溶接、切断等火花を発生させる作業および裸火(例：バッテリー近くでの喫煙)は厳禁である。 

また、静電気による火花の発生も防止すること。バッテリーに触れる前に、必ずボディに触れて静電気を除去       

すること。 
 
・  バッテリーの作業は換気状態の良い、適切な場所で実施すること。 
  

 

 イグニッション スイッチをオフにする。 
 

 イグニッション キーが挿入されている場合は、引抜く。 
 

 ラゲージ コンパートメント フロアを車両から後側に取外す。 
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 バッテリー ボックス カバー -1- のナット -矢印- を取外す。 
 

 カバー -1- を可能な限り上側に持上げる。 

 

 バッテリー マイナス ターミナルのカバー -4- を開く。 

 

 コネクター -2- をバッテリー モニター コントロール ユニット 

-3- から外す。 

 

 ナット -1- を数回転緩め、アース ケーブルのバッテリー 

ターミナル クランプをバッテリー マイナス ターミナルから

外す。 
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 ボルト -6- を取外し、ケーブル -5- を脇に寄せる。 

 
 カバー -3- を開き、ナット -2- を取外してプラス ケーブル -1- 

を脇に寄せる。 
 

 カバーのグロメット -4- を可能な限り外側に押す。 
 

 プラス ケーブル -1- をワイヤー ハーネスと共にカバーの開

口部に通す。 
 

 ナット -8- を数回転緩め、プラス ケーブルのバッテリー ターミ

ナル クランプ -7- をバッテリー プラス ターミナルから外す。 

 注意 

バッテリー ボックス カバーは図に記載されていない。 

 

 ナット -2- をクランピング プレー

ト -3- から取外す。 
 

 クランピング プレート -3- を取外す。 
 

 バッテリー -1- をバッテリー キャリアから進行方向に引

出し、ラゲージ コンパートメントから持上げる。 
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パワー カットオフされていることを確認するために、適切なテスターを 12V バッテリーから外したターミナルに当てる。 

 
電圧が検出される場合、作業を中止し、フォルクスワーゲン カスタマーセンターに問い合わせること。 

 チャージャー ケーブル -2- をパワー コントロール/エレクトロニク

スから外す。 

 パワー コントロール/エレクトロニクス カバーのボルト -3- を取外

す。  

 

 

 パワー コントロール/エレクトロニクスからカバーを取り外す。  

 

 

3 3 

警告 
警告 
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 必ず適切な電圧計(CAT III、600V 以上)を使用して電圧を測定すること。 

 電圧点検には、点検ポイント T+および T-を使用する。 

 

 
必ず適切な電圧計(CAT III、600V 以上)を使用して電圧を測定すること。 

 電圧が検出される場合、作業を中止し、フォルクスワーゲン カスタマーセンターに問い合わせること。 

※巻末に連絡先が記載されています。 

警告 

警告 

警告 

警告 
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 左右のアンダーボディクラッディングエクステンションを取り外す。 

 

 

 
o センターアンダーボディパネルを取り外す。 

o リテイニングタブを解除し、フロントカバー -2- または 

-5- をリヤ側に引いてキャッチから外す。 

o ナット -3- を取り外す。 

o アンダーボディパネル -1- または -4- を取り外す。 
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 サイレンサーを取り外す。 

 

 

 

o 取り付けられている場合、左右リヤのアンダー

ボディクラッディングを取り外す。 

o リヤトンネルクロスピースを取り外す。 

o ナット -矢印- を取り外す。 

 



19 
 

 

 

 

 
o 両側のボルト -2- を取り外す。 

o ボルト -3- を取り外し、サイレンサー -1- を取り外

す。 

 

 

 ハイボルテージバッテリー用ヒートシールドを取り外す。 
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 クーラントエキスパンションタンクのフィラーキャップ -

3- を開く。その際、封印タブ -1- を切る。 

 ドリップトレイを下にセットする。 

 

 
 ナット -1- とボルト -4- を取り外す。 

 等電位化ライン -2- を取り外す。 

 ハイボルテージケーブル -3- の接続を外して脇に

寄せる。 

 



21 
 

 

保護キャップ -矢印- をハイボルテージバッテリ

ーのハイボルテージコネクションに取り付ける。 

※右はハイボルテージバッテリー車両搭載状態 

 

* 絶縁テープにて代用可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参照】 絶縁箇所 

※右は車両からハイボルテージバッテリーを下した 

状態 
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 ドリップトレイを下にセットする。 

 リテイニングクリップを持ち上げ、クーラントホー

ス -1、2- をハイボルテージバッテリーから取り外

す。クーラントを排出する。 

 

 

 
 コネクター -3- を外す。 

 取り付けられている場合、コネクター -4- を外す。 

 ブレーキライン -1- とワイヤーハーネス -2- を脇に寄せ

る。 

 



23 
 

 

 

 
 フューエルライン -1- を脇に寄せる。 

 取り付けられている場合、補助ヒーター用フュー

エルライン -2- を脇に寄せる。 

 

 サポートセットおよびサプリメンタリーセットを使用

して、シザータイプアッセンブリープラットフォーム

を次のようにセットアップする： 

 最初に、マウンティングエレメントをシザータイプマ

ウンティングプラットフォームに取り付け、ボルトを

手で締め付ける。 
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 シザータイプアッセンブリープラットフォームを水平

に置く。 

 シザータイプアッセンブリープラットフォームをハイボ

ルテージバッテリーの下に、進行方向に対して直角

に位置決めする。 

 図のように、サポートエレメントをハイボルテージバ

ッテリー前部に取り付ける。 
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 図のように、サポートエレメントをハイボルテージバッ

テリー後部に取り付ける。 

 ネジ付きスピンドルが完全に締め込まれている

ことを確認する。 

 サポートエレメントがハイボルテージバッテリーの真

下に来るまで、シザータイプアッセンブリープラットフ

ォームを上げる。ただし、まだ接触させない。 

 すべての位置決めラグが取り付けポイントに触れる

まで、サポートエレメント用スピンドルを上に回す。 

 サポートエレメント用ベースプレートをシザータイプ

アッセンブリープラットフォームに取り付け、ボルトを

20Nmで締め付ける。 
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 ボルト -1- を取り外す。 

 シザータイプアッセンブリープラットフォームを

使用して、ハイボルテージバッテリー -3- を下

ろす。 

 ハイボルテージバッテリーは、シザータイプアッセン

ブリープラットフォームの位置を変えなくても、ワー

クショップホイストを使用して、シザータイプアッセン

ブリープラットフォームから取り外すことができる。 
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クーラント抜取 

 

 

 市販のウェットドライバキュームクリーナーを 

ハイボルテージバッテリーのクーラントライン用 

コネクションの1つに取り付ける。 

 2番目のコネクションを密閉する。 

 ウェットドライバキュームクリーナーを使用して、 

クーラントを抜き取る。 
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損傷していないハイ ボルテージ バッテリーの梱包 
 
 一般要求事項 
 
ハイ ボルテージ バッテリーは屋外または作業場に直接、一時保管しないこと。  

ハイ ボルテージ バッテリーを機械的/温度の影響および湿気に対して保護すること。  

保管場所には権限のないワークショップ スタッフや顧客が立ち入らないようにすること（倉庫など）。  

 

 引き取りの準備・荷姿         絶縁箇所及び、液漏れ防止箇所（背面） 

 
・PPバンドは、2本以上でパレットに固定します。 

・平パレは解体事業者様にてご用意願います。 

・車上渡し(解体事業者様にてフォークリフト等で  

荷台へ載せる)をお願い致します。 

・回収日時確定後、運搬会社よりFAXで引取日 

時連絡票を送付しますので、バッテリーに貼り 

付けをお願いします。 

・絶縁箇所及び、液漏れ防止箇所は背面となる  

次ページを参照 
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液漏れ防止箇所及び、絶縁箇所 

 

  

 
  

 

 

液漏れ防止箇所及び、絶縁箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冷却液漏れ防止の為、2か所のコネクションが防水処理されていることを確認する。 

感電防止の為、該当コネクターが絶縁処理されていることを確認する。 
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問い合わせ先 
 
取り外し作業に関する問い合せ先 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取り外したリチュウムイオンバッテリー

パックの回収依頼先 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
・

動車再
・

資源化協
・

力機構（自再協） 

LiB事業部 LiB回収グループ 

お問合わせ（TEL:0570-000-994） 

平日 9:00～12:00 13:00～17:00（年末年始及び土日祝祭日を除く） 

回収依頼（https://www.lib-jarp.org/） 

フォルクスワーゲン カスタマーセンター 

24時間受け付け（通話無料） 

お問合わせ（TEL: 0120‐993‐199） 

https://www.volkswagen.co.jp/ja.html 


